
平成２８年（２０１６）
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トトントトントン♪ピーヒャララ♪♪
　　　楽しい踊りで客席は笑顔満開！
　 　　　　　　　　　( 第２０回木原城山まつりにて )

トトントトントン♪ピーヒャララ♪♪
　　　楽しい踊りで客席は笑顔満開！
　 　　　　　　　　　( 第２０回木原城山まつりにて )

いきいきミセス講座に参加しませんかいきいきミセス講座に参加しませんか

文化協会春の 発表会文化協会春の 発表会文化協会春の 発表会第３３回第３３回

□お問合せ　生涯学習課（中央公民館内）☎８８５－４４５１

◇展示の部◇

◇ステージ発表の部◇
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題
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地域の話題をお待ちしています
（広報係☎８８５－０３４０内線２０５）
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！

　３月下旬、馬掛ロードパークに東洋開発㈱（小
泉菊男社長）から提供されたソメイヨシノ、カワ
ズザクラ合わせて１０本の桜の木が植樹されました。
　馬掛ロードパークの南側の高台は、霞ヶ浦湖岸
から筑波山を展望する景観が美しく、村内外から
散策、サイクリング、釣り等のレジャーを楽しむ
人が訪れます。今はまだ若木ですが、数年後には
村の新たな絶景スポットとなることでしょう。

　４月７日、村内の３つの小学校で入学式が行わ
れました。当日はあいにくの雨模様でしたが、桜
はこの日に合わせたように満開を迎えました。
　取材に訪れた安中小学校では、在校生の旗手を
先頭にして、新入生はやや緊張した面持ちで入場。
きちんと椅子に座り先生や来賓の話に耳を傾ける
姿はとても立派で、保護者は感慨深そうな表情で
見守っていました。
　また、８日には美浦中学校でも入学式が行われ、
新入生を迎えての新たな生活がスタートしました。

新入生へ各所から善意新入生へ各所から善意

【平成２８年度入学者数】

　安中小学校　　１４人
　木原小学校　　３８人
　大谷小学校　　７０人
　美浦中学校　１４４人

＊常陽銀行美浦支店様より【防犯ブザー１３９個】
＊ＪＡ茨城かすみ様より【通学用安全帽子１１１個】
＊ＪＡ稲敷様より【通学用安全帽子１７個】
＊日本マクドナルド株式会社様より【防犯笛１５０個】
＊株式会社みずほフィナンシャルグループ様・損害
保険ジャパン日本興亜株式会社様・明治安田生命
保険相互会社様・第一生命保険株式会社様より

　【黄色いワッペン１４９個】
＊茨城県石油業協同組合様・社会貢献対策事業推進
特別委員会様より【クリアファイル１３６個】

ありがとうございました
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《新入生への寄附の一覧》

馬掛ロードパークに桜植樹馬掛ロードパークに桜植樹 村内小・中学校で入学式村内小・中学校で入学式

安中小学校入学式安中小学校入学式

（順不同）（順不同）

美浦村新規採用職員を紹介します
（平成２８年４月１日付）
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◎小学生低学年の部　

　優　勝　利根剣友会
　準優勝　如月会
　第３位　つくば少年剣道スポーツ少年団
　　〃　　九重剣道クラブ

◎小学生高学年の部　

　優　勝　利根剣友会
　準優勝　戸頭剣友会
　第３位　なでしこ剣道スポーツ少年団
　　〃　　如月会

◎中学生男子の部

　優　勝　美浦村立美浦中学校
　準優勝　取手市立取手第二中学校
　第３位　取手市立取手第一中学校
　　〃　　舟島剣道クラブ

◎中学生女子の部

　優　勝　美浦村立美浦中学校
　準優勝　土浦市立土浦第五中学校
　第３位　土浦市立都和中学校
　　〃　　鉾田市立旭中学校

◎小学生低学年の部　

　優　勝　利根剣友会
　準優勝　如月会
　第３位　つくば少年剣道スポーツ少年団
　　〃　　九重剣道クラブ

◎小学生高学年の部　

　優　勝　利根剣友会
　準優勝　戸頭剣友会
　第３位　なでしこ剣道スポーツ少年団
　　〃　　如月会

◎中学生男子の部

　優　勝　美浦村立美浦中学校
　準優勝　取手市立取手第二中学校
　第３位　取手市立取手第一中学校
　　〃　　舟島剣道クラブ

◎中学生女子の部

　優　勝　美浦村立美浦中学校
　準優勝　土浦市立土浦第五中学校
　第３位　土浦市立都和中学校
　　〃　　鉾田市立旭中学校

◎小学生の部　

　優　勝　土浦市体育協会柔道部
　準優勝　美浦柔和会
　第３位　龍ヶ崎柔道スポーツ少年団
　　〃　　牛久市柔道協会

◎中学生男子の部

　優　勝　土浦市立土浦第四中学校
　準優勝　龍ヶ崎市立中根台中学校
　第３位　龍ヶ崎市立城ノ内中学校
　　〃　　美浦村立美浦中学校

◎中学生女子の部

　優　勝　龍ヶ崎市立城ノ内中学校
　準優勝　土浦市立土浦第四中学校
　第３位　稲敷市立新利根中学校
　　〃　　龍ヶ崎市立愛宕中学校

◎小学生の部　

　優　勝　土浦市体育協会柔道部
　準優勝　美浦柔和会
　第３位　龍ヶ崎柔道スポーツ少年団
　　〃　　牛久市柔道協会

◎中学生男子の部

　優　勝　土浦市立土浦第四中学校
　準優勝　龍ヶ崎市立中根台中学校
　第３位　龍ヶ崎市立城ノ内中学校
　　〃　　美浦村立美浦中学校

◎中学生女子の部

　優　勝　龍ヶ崎市立城ノ内中学校
　準優勝　土浦市立土浦第四中学校
　第３位　稲敷市立新利根中学校
　　〃　　龍ヶ崎市立愛宕中学校

第４７回柔剣道美浦大会が開催されました第４７回柔剣道美浦大会が開催されました
　毎年恒例の「柔剣道美浦大会」が、今年も美浦中学校武道館および体育館において開催されました。
２月２０日に「剣道の部」、３月１９日に「柔道の部」がそれぞれ開催され、会場は熱気に包まれました。
　この大会は、昭和４３年１２月に第１回大会が開催されてから今年で４７回目を迎えます。当初は中学生を
対象とした大会でしたが、今では小学生の部も開催していることから、近隣市町村を始め県内各地から
たくさんの参加があり、柔道・剣道に励む子ども達の日頃の成果を試す機会として重要な大会となって
います。美浦村の子ども達は柔道・剣道ともに上位入賞を果たしており、今後の活躍が期待されます。

柔道の部剣道の部

村の交通事故発生状況
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□お問合わせ　美浦村商工会青年部☎８８５－２２５０

　４月１０日、木原城址城山公園において「第２０回木原城
山まつり」が開催されました。
　当日は天候に恵まれ、暖かな日ざしとおだやかな風で、
少し動くと汗がにじむほどの陽気となり、まつりの目玉
である約５万本のチューリップも見頃を迎えた中、例年
以上にたくさんの人々が会場を訪れました。
　まつりの開始前から行列ができるほど好評を博してい
たのは、地元生産者による農産物の直売コーナー。開始
から１０分で売り切れ品が出る等の人気でした。
　ステージ発表では、出演者が日頃の練習の成果を発揮
した歌や踊りが華やかに進行して会場を盛り上げ、芝生
の広場では、常連の来場者がふかふかの芝生の上に自前
のレジャーシートを広げてのんびり過ごしたり、模擬店
等から調達したグルメに舌づつみを打つ姿も多く見られ
ました。その他会場では動物触れ合いコーナーや野点
コーナー、子ども広場等が催され、子どもからお年寄り
まで思いきり楽しみ、会場中に笑顔があふれていました。

　４月１０日、第２０回木原城山まつり
開催会場にて。

・５月１１日　県青連平成２８年度通常総会

・６月上旬　県南協野球大会

・６月上旬　全青連全国統一絆感謝運動

《５月・６月の活動予定》《５月・６月の活動予定》

美浦村商工会青年部だより美浦村商工会青年部だより

第２０回木原城山まつりが開催されました！第２０回木原城山まつりが開催されました！
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　村教育委員会の門脇厚司氏の辞任に伴う教育長任命案が３月２日の村議会に提出され、県職員の糸賀正
美氏を教育長に新しく任命することが同意されました。新教育長の糸賀氏は美浦村のご出身で、平成３年
から２５年間にわたり茨城県職員として勤務されており、この３月まで県行政の進展に力を注がれました。
　教育長を退任された門脇氏は、教育委員および教育長を平成２２年１月から６年３カ月にわたり務められ、
優れた識見をもって村の教育振興に新風を吹き込みきました。これまでのご尽力ありがとうございました。

　任期途中で誠に申し訳ないことでしたが、今年３月末をもって教育長を退任しまし
た。私が美浦村の教育委員になったのが平成２２年１月、前任の葉梨修教育長の後を受
けて教育長に就任したのが平成２２年１０月でしたから、教育委員として６年３カ月、教
育長としては５年６カ月務めたことになります。
　就任直後の広報みほ（平成２２年１１月号）に載せた就任あいさつの中で、私は「社会力
をキーワードに、乳幼児および児童生徒の教育はもちろん、村の老若男女全部の資質向上も射程に入れ、
美浦村全体の教育レベルの向上を実現すべく全力を尽くしたいと考えています。」と書いています。そう
宣言したように、教育長として「攻めの姿勢で楽しくやろう！」を教育委員会の合（愛）言葉に、「０歳から
９０歳までの社会力育て」を教育施策の根幹にして様々な新しい試みをしてきました。「選書会」「ノーテレ
ビ・ノーゲーム運動」「読み合い」「幼稚園の園庭の改造」「キッズ・カンパニーの実施」「授業王国の実現」
などがその一例です。
　そのような教育がどれほどの効果を上げたかの判断はなかなか難しいことですが、社会力を育てるこ
との大事さに気づいた人が多くなったこと、児童生徒が落ち着いて勉学に励むようになったこと、ＰＴ
Ａの役員の方々が積極的に活動するようになったことが実感できるようになったのは嬉しいことです。
　このような変化をよき契機にし、村民の誰もが自らの社会力を高め、子どもたちの教育の支援に力を
尽くしてくれるようになることを願って、退任の挨拶とさせていただきます。任期中のご支援に心から
お礼申し上げます。

退任のごあいさつ 前教育長　門脇厚司

新教育長　糸賀正美

新教育長に
　　 糸賀正美氏就任

教育委員会教育委員会

お問合せ
学校教育課
☎８８５－０３４０（内）２２６

就任のごあいさつ
　４月から、門脇厚司前教育長の後を受けまして、教育長を拝命いたしました糸賀で
ございます。私は平成３年に茨城県庁に入庁し、今年の３月まで知事公室に勤務して
おり、２５年間にわたり県行政に携わってまいりました。このたび、生まれ故郷の美浦
村で教育長を務めさせていただくこととなり、その重責に身の引き締まる思いです。
全力で職務に取り組んでまいりますので、よろしくお願いいたします。
　さて、人口減少が急激に進み、社会経済のグローバル化が進展する中で、資源小国である我が国にと
って、将来のいばらきや美浦村を担う子どもたちを心身ともに健やかに育んでいくことはとても重要で
あると考えます。
　美浦村では、平成２５年度に「人が人とつながり社会をつくる力」である社会力育てを軸に「美浦村教育
振興基本計画」を策定し、これまでノーテレビ・ノーゲーム運動、選書会や読み合いなど独自の特色あ
る施策を実施し、子どもや大人の社会力を育てることに取り組んできました。
　私は、引き続き教育振興基本計画に基づき、社会力をキーワードに「０歳から９０歳までの社会力育て」
を一層充実させていくとともに、これまで培った行政での経験を活かし、美浦村の明るい明日をつくる
ために全力で取り組んでまいりますので、村民の皆さまのご理解ならびにご協力をお願いいたします。

お知らせ
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消 費 生 活 に 関 す る 相 談 は

◇村消費生活センター（消費生活相談全般）…役場１階西側（収納課奥）
　月・水・木・金　午前９時～正午、午後１時～４時　☎８８５－７１４１（直通）
（相談の受付は、午前は１１時３０分、午後は３時３０分まで。また、都合により相談員が不在の
　場合がありますので、電話でご確認ください）

◇消費者ホットライン（全国共通ダイヤル）☎１８８※３桁で繋がります。

◇県警悪質商法１１０番（訪問販売等の商取引や悪質金融業者に絡む各種相談）
　午前８時３０分～午後５時１５分　☎０２９－３０１－７３７９
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子育て
ワンポイント

要予約発達相談（子育てや発達に関する相談）

ぴよぴよサロン＆プレママサロンでは、
毎月一度、保健師、助産師、栄養士さ
んによる個別の「育児相談（　）」を行
っています。（通常の自由遊びもあり）

開催時間内
出入り自由

予約必要なし

　１歳半～２歳の頃に現れる第一次反抗期は、初めて自
分と他人がわかり始め、「自分はこうしたい！」と主張が
始まる時期です。今まで順調だった子どもがいきなり言
う事を聞かなくなり、大人が手を焼くことも増えます。
自己主張をすることは、心の成長に必要な行動です。

＜対処法＞　「してほしい」欲求を泣くことで伝える場合
もありますが、何でも主張を通して良い時期ではありま
せん。ダメな時はダメと毅然とした態度で接しましょう。
子どもは主張が通らないこともあると知り、自分の欲求
に折り合いをつけることを学んでいきます。我慢できた
ら、たくさん褒めてあげましょう。

＊次号で具体的な子どもへの褒め方をお伝えします。

村発達相談員

子どもの反抗期とは？

　消費生活に関する
問合せ・相談は消費
 生活センターへ
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行 政 区行 政 区

お問合せ
総務課行政管理係
☎８８５－０３４０（内）２０３

　区長さんは、それぞれの地区の代表として、地域と行政が一体となった
住みよいまちづくりのため、住民の皆さんと行政をつなぐパイプ役として
ご活躍くださいます。平成２８年度の区長さん副区長さんは、下表のとおり
です。これから１年間よろしくお願いします。

新しい区長さん・副区長さんが
決まりました
新しい区長さん・副区長さんが
決まりました
新しい区長さん・副区長さんが
決まりました

４月２０日現在《　敬称略　》

地 区 名 戸数 区 長 名 副区長名

　吉田　隆一 　羽成　和雄６０浜 　堀越　正明 　根本　定雄４４大　塚

　尾島　裕治 　野口　秀樹４６登　宿 　大竹　忠夫１４谷　中

　内藤　　章２１山戸丁 　飯塚　静男１５山　王

　宮本　昌彦 　葉梨　英行３０田　中 　松本　慎也 　藤田　　司２０山　内

　高橋　和也 　葉梨　　実３５上　宿 　髙橋　良幸 　納富　文治４５八井田

　蒲原　淳一 　竹内　伊佐雄４２後　宿 　殿内　文明 　堀越　美代子３４根　火

　根本　勤次
　大槻　保代

２２１郷　中
　武田　誠一 　武田　裕樹２８牛　込

　近藤　正信 　波多野　幸夫 　三谷　賢治７２見晴台

　沼﨑　俊明 　西部　友三１６６受　領 　松浦　幸信 　内山　豊彦７３花見塚

　木村　　寿１５木　塚本　真一

　岡田　　守１６定　光　石井　雅人

　坂本　成一３１本　橋　宇津木　優

　鈴木　恒男２５間　野

　塚本　藤雄

　塚本　耕一

　坪井　裕之

１２８大須賀津

　石神　一男

　浅野　幸夫

９８土　浦

　塚本　重一２２みどり台

　中澤　秀樹　塚本　桂三４６桜　木

　石神　眞司　根本　正則１９茂　呂

　塚本　明久１９馬見山　上野　次夫３８宮　地

　篠田　良則 　富田　英彦３４馬　掛　酒井　秀之３５余　郷

　飯田　民雄

　山﨑　常夫

　小澤　幸夫

　坂本　辰雄

１９２

２１３

大　谷 　金子　喜久 　松田　光雄１０５大　山　西山　　明

　石橋　成就　秦野　裕一

　長澤　　勲 　飯田　恒三８２大山東部　宮本　英城

　阿部　陽子 　野本　剛史８５美駒Ａ１区　荒井　　章 　藤村　良司信　太

　梅原　　亮 　青木　里美８０

８６

９５

美駒Ａ２区　小田　早苗

　宮内　真理子 　三浦　美枝美駒Ａ３区　石塚　大剛 　津田　伸彦８５天神台

　北原　綾子１６美駒Ａ４区　川村　欣伸 　谷貝　邦夫９８南　原

　森　　由美 　小椋　利佳１００美駒Ａ５区　坂本　久雄 　坂本　　孝５２興　津

　鈴木　圭太 　若松　香奈子７０美駒Ａ６区　宮本　　智

　浅見　典幸 　大上　忠子９０美駒Ａ７区
　青野　忠志

　大橋　幸雄
１１４布　佐

　小倉　麗子 　佐々木　愛美駒Ａ８区　小林　哲夫 　室木　　淳２３４布佐南部

　山中　千鶴 　遠藤　律子

　清水　志江

９５美駒Ａ９区　青塚　恭男

　石井　聡美６６美駒Ｂ区　坂本　和男 　武藤　一郎６１５土　屋

　柏崎　直子 　小川　沙織４３美駒Ｃ区　日向　俊雄

　松田　　征４０美駒Ｄ区　中島　　宏

　尾形　英里子７０美駒Ｅ１
　福田　龍彦

　草川　延浩
２１９上舟子

　河﨑　博行２７９下舟子
　下坂　哲司

　森　　　正

地 区 名 戸数 区 長 名 副区長名

健やかづくり

お問合せ
健康増進課
☎８８５－１８８９
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④ 二次判定（介護認定審査会）

⑤ 要介護認定等結果通知

① 役場福祉介護課窓口へ申請書を提出しましょう

③ 一次判定

地域支援事業・福祉
サービスの利用

介護保険サービスの利用

②－２ 主治医意見書を依頼しましょう

②－１ 訪問調査を受けます

介護保険

松
山　

和
子

村と村人材育成推進協議会では、国際的な
視野と指導力をもった人材を育成すること
を目的として、ふるさと基金による人材育
成事業を行っています。

村と村人材育成推進協議会では、国際的な
視野と指導力をもった人材を育成すること
を目的として、ふるさと基金による人材育
成事業を行っています。

◆美浦村人材育成推進協議会◆

※パスポート取得・任意保険代等は参加者負担となります。上記事業のほか、北海道農業体験実習（江戸崎
　総合高等学校主催）等への本村からの参加者にも補助金を交付し、支援していきます。

　お問合せ　美浦村人材育成推進協議会（役場企画財政課）☎８８５－０３４０内線２０８

台湾（台北市等）

美浦少年のつばさ美浦少年のつばさ 各種個人海外研修事業各種個人海外研修事業

ハーモニーフライト事業（詳細はページ上部）、青少年
若者国際交流事業等の県およびその他主催の研修事業

８月上旬（６日間）予定 随時

美浦中学校第２学年の在学生
県主催事業は美浦村在住の方、その他の事業は５年以
上在住で４月１日現在概ね２０歳から６０歳の方

１６名（男女各８名） ２名以内

中学校を通じて別途案内を配布 随時（事業実施の２カ月前まで）

経費のうち５万円を個人が負担、
ほかの経費は村が補助

自己負担する経費の２分の１を村が補助
（１０万円を限度）

研 修 先

期 日

人 数

対 象 者

募集期間

補 助 額

共に輝くみほの会

男女がともに
輝くためために

（美浦村女性行政推進協議会）（美浦村女性行政推進協議会）

男女がともに
輝くためために

　

木
々
の
緑
が
眩
し
い
季
節
と
な

り
ま
し
た
。
私
た
ち
美
浦
村
女
性

行
政
推
進
協
議
会
で
は
、
こ
の
１

年
を
振
り
返
り
、
そ
し
て
新
た
な

１
年
を
迎
え
、
共
に
学
習
し
歩
ん

で
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

平
成
２７
年
４
月「
美
浦
か
る
た
」

が
完
成
し
、
お
披
露
目
を
兼
ね
て

ご
協
力
い
た
だ
い
た
方
々
を
お
招

き
し
て
か
る
た
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
笑
い
声
が
あ
が
る
賑
や
か
な

会
と
な
り
、
ひ
と
汗
か
い
た
後
に

は
門
脇
艶
子
先
生
の
ご
指
導
の
下

に
立
礼
式
の
お
茶
を
い
た
だ
き
、

和
の
ひ
と
と
き
を
す
ご
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

完
成
し
た
か
る
た
は
村
内
の
各

小
中
学
校
へ
届
け
、
大
谷
小
学
校

で
は
３
年
生
が
学
習
に
使
用
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
美
浦

中
学
校
と
大
谷
小
学
校
に
展
示
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
子
ど
も
た
ち
に

大
変
好
評
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

「
美
浦
か
る
た
」を
通
し
て
、
よ

り
一
層
美
浦
村
の
良
さ
を
感
じ
て

い
た
だ
け
た
ら
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　

そ
の
他
、
平
成
２７
年
度
は
、
次

の
事
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

・
研
修
お
よ
び
セ
ミ
ナ
ー
等
の
参

　

加
に
よ
る
会
員
相
互
の
向
上
を

　

進
め
る

・
他
団
体
と
の
交
流
や
イ
ベ
ン
ト

　

を
通
し
て
活
動
を
広
げ
て
い
く

・
「
美
浦
村
・
住
み
た
い
村
づ
く

　

り
」
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
の
た
め

　

に
テ
ー
マ
を
決
め
、
調
整
す
る

　

平
成
２８
年
度
に
は
、
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
す
る
等
し
て
皆
さ
ん
の

意
見
を
伺
い
な
が
ら
、
男
女
が
い

き
い
き
と
暮
ら
せ
る
社
会
「
男
女

共
同
参
画
社
会
の
実
現
」
に
向
け

て
、
一
歩
一
歩
進
ん
で
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

県
で
は
、
政
策
・
方
針
決
定
の

場
へ
の
参
画
や
地
域
の
核
と
な
る

活
動
へ
の
参
加
等
を
目
指
す
女
性

の
人
材
育
成
を
目
的
と
し
て
、
海

外
調
査
研
修
を
実
施
し
ま
す
。

◇
研
修
先　

欧
州
等

◇
研
修
期
間　

１０
月
予
定
（
６
日

　

間
程
度
）

＊
他
に
国
内
調
査
研
修
４
回
有
り
。

◇
国
内
外
参
加
費　

２５
万
円
程
度

＊
村
が
参
加
費
の
一
部
を
助
成
。

◇
募
集
人
数　

１５
名
程
度

◇
応
募
資
格　

次
の
す
べ
て
の
要

　

件
を
満
た
す
女
性
で
あ
る
こ
と

・
日
本
国
籍
を
有
し
、
茨
城
県
内

　

に
５
年
以
上
居
住
し
て
い
る
者

・
平
成
２８
年
４
月
１
日
現
在
、
満

　

２５
歳
以
上
満
６３
歳
以
下
の
者

・
心
身
が
健
康
で
協
調
性
に
富
み
、

　

計
画
に
従
い
団
体
行
動
で
き
る
者

・
事
業
の
目
的
に
賛
同
し
、
学
ぶ

　

意
欲
が
あ
り
、
国
内
外
調
査
研

　

修
の
全
日
程
に
参
加
で
き
る
者

・
調
査
研
修
後
、
そ
の
成
果
を
生

　

か
し
、「
茨
城
県
女
性
の
つ
ば
さ

　

連
絡
会
」
に
加
入
し
、
地
域
で

　

の
課
題
等
に
組
織
的
に
参
加
し

　

行
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
者

◇
申
込
方
法　

茨
城
県
女
性
団
体

　

連
盟
宛
に
応
募
書
類
を
持
参
ま

　

た
は
郵
送
に
て
提
出
し
て
く
だ

　

さ
い
。（
５
月
３１
日（
火
）必
着
）

◇
申
込
・
問
合
せ　

茨
城
県
女
性

　

青
少
年
課
☎
０
２
９－

３
０
１

　

－

２
１
７
８

１
年
を
振
り
返
り

  

そ
し
て
新
た
な
１
年
へ

ハ
ー
モ
ニ
ー
フ
ラ
イ
ト

　

い
ば
ら
き
２
０
１
６

　
　
　
　

参
加
者
募
集

ハ
ー
モ
ニ
ー
フ
ラ
イ
ト

　

い
ば
ら
き
２
０
１
６

　
　
　
　

参
加
者
募
集

＊
県
主
催
の
海
外
派
遣
事
業
参
加

　

経
験
者
、
議
会
議
員
お
よ
び
そ

　

の
経
験
者
、
公
務
員
は
対
象
外
。

□お問合せ　役場企画財政課
　☎８８５－０３４０内線２０８
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【旧耐震基準】　昭和５６年５月以前までに建築工事を着工した建
　物に適用された耐震基準です。これは、中地震（Ｍ５～７）
　を想定しており、震度５強程度の揺れでも倒壊せず、破損し
　たとしても補修することで生活が可能な耐震基準です。
　しかし、巨大地震については考慮されていません。

【新耐震基準】　昭和５６年６月以降に着工した建物に適用されて
　いる耐震基準で、巨大地震（Ｍ８以上）を想定しています。
　震度６強～７程度の揺れでも倒壊しないような耐震基準です。
※建物が老朽化している場合や震源地からの距離が極端に近い
　場合等では、新耐震基準を満たしている建物でも倒壊する可
　能性は十分あります。

　旧耐震基準で建てられた建築物は、耐震性が不足している可能性があります。また、東日本大震災等に
よって耐震性が低下している可能性があります。まずは、お住まいの耐震性を把握する事が大切です。

▼申込方法　木造住宅耐震診断士による耐震診断をご希望の方は、申請書（役場都市建設課窓口または村
ホームページに掲載）に必要事項を記入の上、役場都市建設課までご提出ください。

▼対象住宅　①　昭和５６年５月３１日以前に着工されたもの、②　一戸建ての木造住宅または店舗等併用住宅
　（住宅部分の床面積が全床面積の２分の１以上のもの）で、どちらも延べ床面積３０㎡以上のもの

▼診断費用　一戸当たり２，０００円※個人負担分

▼申込期限　平成２８年９月３０日（金）※診断の実施時期は平成２８年１１月頃に開始する予定です。

▼申込・問合せ　役場都市建設課☎８８５－０３４０内線２２２・２２３

昭和５６年５月までに
着工した木造住宅には
「耐震診断支援制度」があります

 昭和５６年５月までの建物と６月以降の建物では基準の内容が違います 昭和５６年５月までの建物と６月以降の建物では基準の内容が違います耐震基準耐震基準

皆様のお住まいと生命を守るため、「耐震診断士」を派遣します皆様のお住まいと生命を守るため、「耐震診断士」を派遣します

　村では、地域経済の振興を目的として、美浦村にお住まいの方が村内の施工業者により住宅リフォーム
工事を行った場合、その費用の一部を補助しています（予算がなくなり次第受付終了）。
　必ず工事着工前に申請してください。すでに工事を着工した後の申請は対象となりません。

◎対象者　村内に自己が所有する個人住宅・併用住宅に継続して３年以上住民登録をしている方で、その
居住する住宅に以下の助成対象リフォーム工事を村内の施工業者により行う方
＊村で実施している他の補助制度を利用された方は除きます。

◎助成対象リフォーム工事　村内の施工業者による、工事費が１０万円以上（消費税別）の修繕、増改築、模
様替え、その他住宅の機能の維持・向上のために行う補修・改良工事

※車庫、塀工事や屋根の葺き替え、既存床面積の２分の１を超える増改築工事、機器類および建具のみの
設置・交換工事、ソーラーパネルの新築・交換工事、自然災害による被害の復旧工事等は対象外です。

◎助成金の額　助成対象リフォーム工事にかかった工事費（消費税別）の１０％（上限額１０万円。上限額まで
は千円未満切り捨て）

　お問合せ　お問合せ　お問合せ 役場都市建設課☎８８５－０３４０内線２２２・２２３役場都市建設課☎８８５－０３４０内線２２２・２２３役場都市建設課☎８８５－０３４０内線２２２・２２３

～　住宅リフォーム費用の一部を助成します　～
助成の申請は必ず着工前に！！

診断を受ければ
今後の判断材料
になるな！

長年住んで愛着のある
我が家は大丈夫かな…

人間ドック・脳ドックの受診費用の一部を助成しています人間ドック・脳ドックの受診費用の一部を助成しています

国民健康保険

国民健康保険税を納めずにいると…
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 昭和５６年５月までの建物と６月以降の建物では基準の内容が違います耐震基準

皆様のお住まいと生命を守るため、「耐震診断士」を派遣します

　お問合せ 役場都市建設課☎８８５－０３４０内線２２２・２２３

《対象者》　満４０歳以上の国保加入者のうち国民健康保険税に未納がない世帯の方、もしくは後期高
齢者医療保険加入者のうち後期高齢者医療保険料に未納がない方。

みんなで支え合う
　　　　国民健康保険

人間ドック・脳ドックの受診費用の一部を助成しています人間ドック・脳ドックの受診費用の一部を助成しています人間ドック・脳ドックの受診費用の一部を助成しています人間ドック・脳ドックの受診費用の一部を助成しています

～ 国民健康保険および後期高齢者医療保険の加入者の皆様へ ～

　美浦村では、国民健康保険（国保）および後期高齢者医療保険に加入されている皆さんの「疾病の
早期発見・予防」のために、人間ドックと脳ドックの受診費用の一部を助成しています。

　国民健康保険（国保）は、加入者の皆さんで支え合う相互扶助の制度です。
国民健康保険税（国保税）の納付が困難な状況となった場合には、お早めに
ご相談ください。

《督促・催告があります》　　
　村から督促や催告を受けたり、未納額に延滞金が加算される場合があります。

《督促後も滞納が続いたとき》
　有効期間の短い「短期被保険者証」が交付されます。短期被保険者証とは、国保税の滞納が１年未満の
場合に交付される有効期間の短い保険証です。給付は受けられますが、期限切れごとに保険証の交付を窓
口で受けることになります。また、その都度国保税を納めていただきます。

《１年以上滞納が続いたとき》
　保険証を返還していただき、代わりに「被保険者資格証明書」が交付されます。被保険者資格証明書は、
国保の被保険者の資格があることを証明するだけで、保険証のような効力はありません。しかし、資格が
無くなるわけではないので国保税は課税されます。
　なお、医療費はいったん全額を自己負担でお支払いいただいた後、村に申請していただくことにより、
本来の自己負担分を差し引いた額が国保から支給されます。

◇資格証明書から通常の保険証に戻るためには…
　次のいずれかの要件に該当すると、資格証明書から通常の保険証に戻ります。
・滞納している国保税をすべて納めた場合
・滞納額が著しく減少した場合
・滞納の事情が国保に認められた場合

《１年６カ月以上滞納したら》
　高額療養費、葬祭費等を含めたすべての保険給付が一時差し止められます。
また、差し止められた保険給付額が、滞納している国保税に充てられる場合
があります。

▼助成額　人間ドック…２０，０００円、脳ドック…３０，０００円

▼申込方法　被保険者証・印鑑・総合健診受診券をお持ちのうえ、役場国保年金課窓口へ直接お申
し込みください。電話での申込みはできません。

▼利用できる健診機関　霞ヶ浦成人病研究事業団健診センター、土浦協同病院予防医療センター、
　つくば総合健診センター、牛久愛和総合病院総合健診センター、龍ケ崎済生会総合健診センター、
　つくばセントラル病院健診センター

▼受付期間　平成２９年３月３１日（金）まで　※土・日曜日、祝日は除きます。

▼受診可能期間　平成２９年３月３１日（金）まで
※定員を超えると助成が受けられない場合がありますので、お早めにお申し込みください。
◇問合せ　役場国保年金課☎８８５－０３４０（内線）１１６・１１７

※現在医師の治療を受けている方等は、医師に相談のうえ、お申し込みください。

国民健康保国民健康保険

お問合せ
国保年金課国保係
☎８８５－０３４０（内）１１７

国民健康保険税を納めずにいると…国民健康保険税を納めずにいると…
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介護保険サービスを
利用するには？

　介護保険制度は、４０歳以上の方が被保険者となって保険料を納入し、自らが介護や支援が必要になった
ときにサービスを受けられる、支え合いの制度です。
　今回は、サービスを利用するための申請から、要介護・要支援認定までの手続きをご紹介します。

職員が心身の状態等について簡単にお聞きします。申請の際には以下のものが必要になります。
・介護保険の被保険者証（４０歳から６４歳の方は健康保険の被保険者証）
・「マイナンバーカード（個人番号カード）」または「個人番号が確認できる書類（通知カード）＋身元
　が確認できる書類（運転免許証や健康保険被保険者証等）」

※入院直後や退院の目途が立たない場合等、結果が出るまで（原則３０日以内）に心身の状態が大きく
　変わってしまう可能性がある方は、申請を少しお待ちいただく場合があります。

【在宅でサービスを利用したい方】　居宅介護支援事業者（要支援の方は地域包括支援センター）と契約
　した後、ケアマネージャーと相談しながらケアプランを作成し、サービスの利用を開始します。

【施設入所を希望される方】　施設に直接申し込みます。入所決定後、施設でのケアプランを作成し、
　サービスの利用を開始します。

保健・医療・福祉の専門家で構成された介護認定審査会が、一次
判定の結果や訪問調査時の資料、主治医意見書等を基にどの程度
の介護が必要か総合的に審査し、要介護状態区分が決定されます。

④ 二次判定（介護認定審査会）④ 二次判定（介護認定審査会）

原則として、申請から３０日以内に「認定結果通知書」と「介護保険
被保険者証」を申請者本人へ送付します。

⑤ 要介護認定等結果通知⑤ 要介護認定等結果通知

全国一律のコンピュータ
ソフトで判定を行います。

① 役場福祉介護課窓口へ申請書を提出しましょう① 役場福祉介護課窓口へ申請書を提出しましょう

③ 一次判定③ 一次判定

かかりつけの医師に傷病や心身の状況、介護に関する意見を求めます。
申請時に書類一式をお渡ししますので、病院で受診される際に医師に「主治医意見書」の作成を依頼
してください。意見書が届かないと一次判定にかけられませんので、お早めの依頼をお願いします。

介護を受ける状態ではあり
ませんが、介護予防サービ
スや高齢者向けのサービス
について、地域包括支援セ
ンターからご案内します。

地域支援事業・福祉
サービスの利用
地域支援事業・福祉
サービスの利用

介護保険サービスの利用介護保険サービスの利用

②－２ 主治医意見書を依頼しましょう②－２ 主治医意見書を依頼しましょう

認定調査員（役場職員等）がご自宅や入院先を訪問し、心身の状態等を詳しくお聞きします。

②－１ 訪問調査を受けます②－１ 訪問調査を受けます

介護保険が必要である
要支援１・２
要介護１～５

７段階で
　判定）

介護保険が必要でない

非該当（自立）と判定

介護保介護保険

お問合せ
福祉介護課介護保険係
☎８８５－０３４０
（内）１１３・１３２

※４０歳から６４歳の方は、特定疾病に該当する場合のみサービスを利用することができます。

村と村人材育成推進協議会では、国際的な
視野と指導力をもった人材を育成すること
を目的として、ふるさと基金による人材育
成事業を行っています。

美浦少年のつばさ 各種個人海外研修事業

男女がともに
輝くために

（美浦村女性行政推進協議会）

男女がともに
輝くために

ハ
ー
モ
ニ
ー
フ
ラ
イ
ト

　

い
ば
ら
き
２
０
１
６

　
　
　
　

参
加
者
募
集
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行 政 区 新しい区長さん・副区長さんが
決まりました

　タバコを吸わない方でも、喫煙者が周りにいると主流煙（喫煙者が直接口から吸い込む煙）や副流煙（タ
バコの先から出る煙）の影響を受けます。副流煙には、主流煙より有害物質が数倍～数十倍含まれます。

◎子どもへの副流煙の影響　子どもは特に影響を受けやすく、喘息、気管支炎、中耳炎等にかかる確率が
　高くなったり風邪が治りにくくなり、乳幼児突然死症候群の原因の一つとも言われています。家族の中
　でタバコを吸っている方がいると、子どもが将来喫煙する確率が高くなります。特に、青少年期に喫煙
　を開始すると、成人後に喫煙を開始した場合に比べてがんや心疾患等を発症する危険性が高まります。
　肺がんの死亡率は、１０代で喫煙を開始した場合では　非喫煙者の５．５倍になります。

◎妊婦への副流煙の影響　副流煙でも流産、早産、死
　産、低出生体重児の出産が増加します。例えば、夫
　だけが吸う場合でも低出生体重児の出生率が１．７倍
　になります。発がん性物質は胎児にも移行します。

◎授乳中の母親への副流煙の影響　ニコチンが母乳に
　移行して、母乳を飲んだ赤ちゃんにニコチン中毒に
　よる不眠、嘔吐、下痢等の症状が起こります。

◎どんな人にも副流煙は有害　頭痛、流涙等の症状や、
　肺がん・虚血性心疾患等の死亡率が高くなります。

・換気扇の下で吸っていても、換気扇でタバコの有害
　物質は取り切れません。家族が換気扇の下で吸って
　いる子どもの体内には、家族に喫煙者のいない子ど
　もの３倍以上のニコチンが検出されています。

・人前で吸っていなくても、煙に含まれる有害物質が
　喫煙者の髪、衣類、カーテン、ソファー等に付着し、
　悪影響をもたらします。

・外で吸っていても、喫煙後４分間は吐く息にもタバ
　コの成分が大量に排出され、その後も微量ながら排
　出され続けます。ベランダで吸う家族がいる子ども
　の尿からも有害物質が検出されています。

・空気清浄器をつけていても、有害物質のガス成分が
　素通りしてしまい、受動喫煙を防止することはでき
　ません。

　いかがでしたか。タバコを吸う人は、今一度周囲の

大切な人のことを考え、ご自身の行動を振り返ってみ

ましょう。もちろん、ご自身の健康を考えれば禁煙が

一番です。保健センターでは、保健師による禁煙相談

を随時行っています。お気軽にご相談ください。

《副流煙に含まれる有害物質の例と主流煙との含有量の比較》
・即効性の非常に強い神経毒性を持つニコチン　主流煙の２．８倍
・数百種類の発がん性物質を含むタール　主流煙の３．４倍
・ヘモグロビンと結合して酸素が体に行き渡らなくなる一酸化炭素　主流煙の４．７倍
・アンモニア、ベンゼン、カドミウム等の発がん性物質　主流煙の数倍～数十倍

　タバコが健康に及ぼす影響のうち、今回は特に知っていてほしい受動喫煙
の害についてお伝えします。

健やかづくり健やかづくり

お問合せ
健康増進課
☎８８５－１８８９

お問合せ
健康増進課
☎８８５－１８８９

休　日　当　番　医
診療時間：午前９時～午後４時
都合により当番医を変更することがあります。
※お問合せ先：なるしま内科医院☎８６９－４８２０

５　
　

月

６
月

お お さ わ 眼 科

坂本耳鼻咽喉科医院

阿 見

稲 敷

☎８４３－７２７２

☎８９２－２６２７

２９日

㈰

１５日

㈰

は た か わ 医 院

江 戸 崎 眼 科

美 浦

稲 敷

☎８８５－２３５８

☎８９２－０２６２

５日

㈰

なるしま内科医院

いなしきクリニック

阿 見

稲 敷

☎８６９－４８２０

☎８９２－３３７２

２２日

㈰

まつばらウィメンズクリニック

宮 本 病 院

阿 見

稲 敷

☎８３０－５１５１

☎０２９９－７９－２１１４

《６月の乳幼児健診》

◇受付時間　午後１時３０分～２時
・１歳６カ月児健診　６月６日（月）
　対象：平成２６年１０月～１１月生
・２歳児歯科健診　６月７日（火）
　対象：平成２６年４月～５月生
・４カ月健診　６月１３日（月）
　対象：平成２８年２月生

～受動喫煙の害について～

対策・配慮をしたつもりでも…

タバコの煙から身を守ろう！
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　ぴよ
ぴよ
ほっ

　わい
ほっ

　ぴよ
ほっ

わい
ほっ

　わい
エン
ほっ

４ぴよ
エン
ほっ

毎月、親子でできる簡単
な遊びや子育てのコツを
紹介していきます。

子育て
ワンポイント
子育て
ワンポイント

※各子育て広場の詳細と、開催場所（都合により変更する場合があります）については、役場・中央公
　民館・保健センターに設置している「子育てカレンダー（毎月発行）」でご確認ください。
※どの子育て広場も「子育て支援センターのスタッフ」が担当しています。

　問合せ　子育て支援センター（木原地区多目的集会施設内） ☎８８５－６５１１＊午前９時から午後４時３０分まで

　◇対象　０歳児～学童　　◇場所　予約時にお知らせします。
　◇予約方法　子育て支援センターに電話で予約してください。　※発達相談員が担当しています。

要予約要予約発達相談（子育てや発達に関する相談）発達相談（子育てや発達に関する相談）

ぴよぴよサロン＆プレママサロンでは、
毎月一度、保健師、助産師、栄養士さ
んによる個別の「育児相談（　）」を行
っています。（通常の自由遊びもあり）

ぴよぴよサロン＆プレママサロンでは、
毎月一度、保健師、助産師、栄養士さ
んによる個別の「育児相談（　）」を行
っています。（通常の自由遊びもあり）

ほっ：子育てほっとルーム（午前９時３０分～午後４時）
　◇対象　０歳～就園前　　◇場所　子育て支援センター（木原地区多目的集会施設内）

エン：エンジョイ子育て（午前１０時～正午）
　◇対象　０歳～就園前　　◇場所　木原地区多目的集会施設和室、または村内の公園・公共施設

よち：よちよちルーム（午前１０時～正午）
　◇対象　１歳児（Ｈ２６４．２～Ｈ２７．４．１生）　◇場所　木原地区多目的集会施設和室

ぴよ：ぴよぴよサロン＆プレママサロン
（通常：午前１０時～正午、ＰＭ：午後１～３時）
　◇対象　２カ月～１歳３カ月、妊婦さん
　◇場所　木原地区多目的集会施設和室

開催時間内
出入り自由
開催時間内
出入り自由

予約必要なし予約必要なし６月の
子育て広場

　わい
エン
ほっ

　わい
ほっ

　わい
ほっ

４ぴよ
エン
ほっ

　ぴよ
よち
ほっ

　わい
ほっ

　わい
ほっ

　わい
ほっ

　ぴよ
よち
ほっ

　ぴよ
よち
ほっ

　ぴよ
ぴよ
ほっ

　ぴよ
よち
ほっ

　わい
ほっ

わい
ほっ

月 火 水 木 金 土日

４

６

１７１４１２

２５

１８

２４２３２２

３０２９

２１

２８

２０

２７

１９

２６

ぴよ
ほっ

３

１５１３ １６

１０ １１５

１ ２

７ ８ ９

　ぴよ
ぴよ
ほっ

　１歳半～２歳の頃に現れる第一次反抗期は、初めて自
分と他人がわかり始め、「自分はこうしたい！」と主張が
始まる時期です。今まで順調だった子どもがいきなり言
う事を聞かなくなり、大人が手を焼くことも増えます。
自己主張をすることは、心の成長に必要な行動です。

　１歳半～２歳の頃に現れる第一次反抗期は、初めて自
分と他人がわかり始め、「自分はこうしたい！」と主張が
始まる時期です。今まで順調だった子どもがいきなり言
う事を聞かなくなり、大人が手を焼くことも増えます。
自己主張をすることは、心の成長に必要な行動です。

＜対処法＞　「してほしい」欲求を泣くことで伝える場合
もありますが、何でも主張を通して良い時期ではありま
せん。ダメな時はダメと毅然とした態度で接しましょう。
子どもは主張が通らないこともあると知り、自分の欲求
に折り合いをつけることを学んでいきます。我慢できた
ら、たくさん褒めてあげましょう。

＊次号で具体的な子どもへの褒め方をお伝えします。

＜対処法＞　「してほしい」欲求を泣くことで伝える場合
もありますが、何でも主張を通して良い時期ではありま
せん。ダメな時はダメと毅然とした態度で接しましょう。
子どもは主張が通らないこともあると知り、自分の欲求
に折り合いをつけることを学んでいきます。我慢できた
ら、たくさん褒めてあげましょう。

＊次号で具体的な子どもへの褒め方をお伝えします。

村発達相談員村発達相談員

子どもの反抗期とは？子どもの反抗期とは？
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教育委員会

　

村
で
は
、
非
常
勤
の
保
健
師
・

助
産
師
・
看
護
師
を
募
集
し
ま
す
。

◇
募
集
人
数　

１
名

◇
勤
務
場
所　

村
保
健
セ
ン
タ
ー

◇
勤
務
期
間　

平
成
２８
年
６
月
１

日
〜
平
成
２９
年
３
月
３１
日

＊
更
新
の
場
合
あ
り
。

◇
勤
務
時
間　

午
前
８
時
３０
分
〜

午
後
５
時
１５
分
（
時
間
は
応
相

談
）

◇
賃
金　

日
給
９
６
０
０
円

◇
応
募
資
格　

美
浦
村
に
通
勤
可

能
な
６５
歳
未
満
の
方
で
、
職
務

に
必
要
な
免
許
を
有
す
る
方

◇
欠
格
事
項　

地
方
公
務
員
法
第

１６
条
欠
格
事
項
に
該
当
す
る
方

は
応
募
で
き
ま
せ
ん
。 お知らせお知らせお知らせ

美 浦 村 役 場

中 央 公 民 館

中央公民館図書室

文 化 財 セ ン タ ー

光と風の丘公園クラブハウス

保 健 セ ン タ ー

美浦水処理センター
（ 上 下 水 道 課 ）

大谷時計台児童館

木 原 城 山 児 童 館

大 谷 保 育 所

木 原 保 育 所

社 会 福 祉 協 議 会

老人福祉センター

デイサービスセンター

シルバー人材センター

美浦村ホームページアドレス
　　　http://www.vill.miho.lg.jp/

Ｅメール　info@vill.miho.lg.jp

☎８８５－０３４０

☎８８５－４４５１

☎８８５－８４４２

☎８８６－０２９１

☎８８５－６７１１

☎８８５－１８８９

☎８８５－０７２０
☎８８５－８８９９

☎８８５－０５９７

☎８８５－１０６４

☎８８５－１５４９

☎８８５－４４８８

☎８８５－００３８

☎８８５－７０８０

☎８８５－８８８５

☎８８６－０００７

◇
応
募
方
法　

５
月
２０
日（
金
）ま

で
に
、
村
指
定
の
登
録
申
込
書

を
役
場
総
務
課
ま
た
は
保
健
セ

ン
タ
ー
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

用
紙
は
役
場
総
務
課
、
保
健
セ

ン
タ
ー
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

◇
選
考
方
法　

詳
細
は
後
日
、
応

募
者
に
通
知
し
ま
す
。

◇
問
合
せ　

役
場
総
務
課
人
事
担
当

◇
期
日　

６
月
１１
日（
土
）

◇
場
所　

栃
木
県
日
光
方
面

◇
参
加
費　

一
人
２
５
０
０
円

＊
申
込
時
に
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

◇
対
象　

村
内
在
住
・
在
勤
の
方

◇
募
集
人
数　

８０
名
（
定
員
に
な

り
次
第
締
切
）

◇
申
込
期
間　

５
月
１２
日（
木
）〜

２９
日（
日
）

◇
申
込
・
問
合
せ　

光
と
風
の
丘

公
園
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス

　

６
月
１
日
に
、
平
成
２８
年
経
済

セ
ン
サ
ス
活
動
調
査
を
一
体
的
に

実
施
し
ま
す
。
調
査
の
対
象
は
、

全
国
す
べ
て
の
事
業
所
お
よ
び
企

業
と
な
り
ま
す
。

　

都
道
府
県
知
事
が
任
命
し
た
調

査
員
が
事
業
所
に
調
査
票
を
配
布

し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
回

答
ま
た
は
記
入
済
み
の
調
査
票
を

調
査
員
が
回
収
す
る
方
法
に
よ
り

行
い
ま
す
。
調
査
へ
の
ご
理
解
と

回
答
へ
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

◇
問
合
せ　

役
場
企
画
財
政
課
、

　

経
済
セ
ン
サ
ス
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
（h

ttp
://w
w
w
.e-cen

su
s2
0
1
6
.

　

stat.g
o
.jp
/

）

　

村
で
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

施
行
開
始
初
年
度
と
い
う
こ
と
で

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
個
人
番

号
カ
ー
ド
）
の
交
付
申
請
が
多
い

こ
と
か
ら
、
次
の
と
お
り
一
時
的

に
休
日
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

交
付
事
務
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
休
日
交
付
は
事
前
予
約
制

で
す
。
電
話
に
て
予
定
時
間
を
ご

予
約
の
う
え
、
ご
来
庁
く
だ
さ
い
。

◇
実
施
期
間　

６
月
か
ら
９
月
ま

　

で
の
第
２
・
第
４
日
曜
日

◇
開
庁
時
間　

午
前
８
時
４５
分
〜

　

午
後
０
時
１５
分

◇
交
付
場
所　

役
場
住
民
課
窓
口

◇
交
付
に
必
要
な
も
の　

・
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
・
電
子

　

証
明
書
発
行
通
知
書
兼
照
会
書

　

（
役
場
か
ら
の
ハ
ガ
キ
）

・
通
知
カ
ー
ド

・
本
人
確
認
書
類

・
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
お
持

　

ち
の
方
の
み
）

◇
問
合
せ　

役
場
住
民
課

　

公
職
選
挙
法
等
の
改
正
に
よ
り
、

選
挙
権
の
年
齢
が
満
１８
歳
以
上
に

引
き
下
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
平
成
２８
年
６
月
１９
日
以
降

に
公
示
さ
れ
る
国
政
選
挙
か
ら
適

用
さ
れ
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
総
務
省
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://w
w
w
.so
u

m
u
.g
o
.jp
/1
8
sen
k
y
o
/

）
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

◇
問
合
せ　

村
選
挙
管
理
委
員
会

　

事
務
局（
役
場
総
務
課
）

　

村
で
は
、
水
田
転
作
作
物
と
し

て
南
高
梅
の
栽
培
を
推
進
し
て
お

り
、
品
質
も
大
変
ご
好
評
を
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

南
高
梅
と
い
え
ば
紀
州
産
が
有

名
で
す
が
、
生
産
者
の
た
ゆ
ま
ぬ

努
力
に
よ
り
、
そ
れ
に
も
負
け
な

い
く
ら
い
良
い
梅
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

◇
価
格　

Ｍ
〜
Ｌ　
　

５
４
０
円

　
　
　
　

Ｌ
Ｌ
以
上　

６
４
８
円

◇
問
合
せ　

Ｊ
Ａ
茨
城
か
す
み
本

店
☎
８
８
５－

０
１
２
５

非
常
勤
一
般
職
募
集

ふ
れ
あ
い
ハ
イ
キ
ン
グ

参
加
者
募
集

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
休
日
交
付（
予
約
制
）

経
済
セ
ン
サ
ス

活
動
調
査

６
月
か
ら
選
挙
権
年
齢

が「
満
１８
歳
以
上
」に

美
浦
村
の
南
高
梅
を

お
試
し
く
だ
さ
い
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《５月・６月の活動予定》

美浦村商工会青年部だより

第２０回木原城山まつりが開催されました！

◇
申
込
期
限　

５
月
２７
日（
金
）

＊
申
込
の
状
況
に
よ
っ
て
は
受
付

　

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◇
相
談
日
時　

６
月
９
日（
木
）午

　

前
１０
時
〜
午
後
３
時

◇
場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー

◇
申
込
・
問
合
せ　

役
場
福
祉
介

　

護
課

　

稲
敷
地
区
交
通
安
全
協
会
で
は
、

優
良
運
転
者
表
彰
の
申
請
を
受
け

付
け
ま
す
。

◇
受
付
期
間　

５
月
２０
日（
金
）〜

　

６
月
３０
日（
木
）午
前
８
時
３０
分

　

〜
午
後
５
時
１５
分

◇
申
請
資
格

・
普
通
運
転
免
許
証
以
上
を
所
持

　

し
、
稲
敷
地
区
交
通
安
全
協
会

　

に
５
年
以
上
入
会
し
て
い
る
方

・
過
去
５
年
以
上
無
事
故
無
違
反

　

の
運
転
者

・
常
時
運
転
し
て
い
る
方
（
職
業
、

　

自
家
用
は
問
い
ま
せ
ん
）

◇
申
請
方
法　

稲
敷
警
察
署
内
の

　

協
会
事
務
局
へ
必
ず
ご
本
人
が

　

申
請
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◇
持
ち
物　

運
転
免
許
証
・
印
鑑

◇
問
合
せ　

稲
敷
地
区
交
通
安
全

　

協
会
事
務
局
☎
８
９
２－

２
５

　

０
１

◇
期
日　

６
月
１３
日（
月
）

◇
会
場　

お
か
だ
い
ら
ゴ
ル
フ
リ

ン
ク
ス

◇
参
加
費　

２
０
０
０
円
（
体
協

ゴ
ル
フ
部
員
は
１
０
０
０
円
）

◇
プ
レ
ー
費　

８
２
６
０
円
（
食

事
・
ド
リ
ン
ク
付
）

◇
参
加
資
格　

村
内
在
住
・
在
勤

の
方

◇
募
集
人
数　

１
０
０
名（
２５
組
）

◇
申
込
方
法　

５
月
２７
日（
金
）ま

で
に
参
加
費
を
添
え
て
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

＊
申
込
時
に
参
加
者
の
氏
名
・
住

所
・
生
年
月
日
を
必
ず
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。

◇
申
込
・
問
合
せ　

光
と
風
の
丘

公
園
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス

　

試
験
は
一
次（
教
養
試
験
・
適
性

検
査
）、二
次（
作
文
試
験
・
体
力
測

定
）、三
次（
面
接
試
験
）を
行
い
ま

す
。
受
験
資
格
等
、
詳
細
に
つ
い

て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇
職
種　

消
防
吏
員（
地
方
公
務
員
）

◇
採
用
予
定
人
数　

２０
名
程
度

◇
採
用
日　

平
成
２９
年
４
月
１
日

《
一
次
試
験
》

◇
試
験
日　

７
月
２４
日（
日
）

◇
試
験
会
場　

流
通
経
済
大
学
竜

ヶ
崎
キ
ャ
ン
パ
ス（
予
定
）

◇
受
付
期
間　

６
月
１
日（
水
）〜

６
月
２１
日（
火
）

◇
受
付
場
所
・
問
合
せ　

稲
敷
広

域
消
防
本
部
総
務
課
（
龍
ヶ
崎

市
３
５
７
１
番
地
の
１
）
☎
０

２
９
７

－

６
４

－

３
７
４
３
、

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（h

ttp
://w
w
w
.

　

in
ash
ik
i-k
o
u
ik
i.jp
/so
u
m
u
/e

　

m
p
lo
y
m
en
t.h
tm
l

）

◎
入
門
課
程

◇
日
時　

６
月
９
日（
木
）〜
平
成

２９
年
３
月
２
日（
木
）ま
で
の
木

曜
日（
全
２８
回
）午
後
７
時
〜
９
時

◇
場
所　

土
浦
市
総
合
福
祉
会
館

　

講
義
講
習
室
（
ウ
ラ
ラ
２
・
４

　

階
）

◇
対
象
者　

原
則
と
し
て
村
内
居

住
の
手
話
学
習
未
経
験
の
方

◇
内
容　

日
常
会
話
程
度
の
手
話

表
現
の
習
得

◎
基
礎
課
程

◇
日
時　

６
月
８
日（
水
）〜
平
成

　

２９
年
３
月
１
日（
水
）ま
で
の
水

　

曜
日（
全
３０
回
）午
前
１０
時
〜
正
午

◇
場
所　

土
浦
市
四
中
地
区
公
民

　

館
学
習
室

◇
対
象
者　

原
則
と
し
て
村
内
居

住
の
入
門
課
程
を
修
了
さ
れ
た

方
ま
た
は
手
話
講
習
会
等
の
受

講
経
験
の
あ
る
方

◇
内
容　

よ
り
高
度
な
手
話
表
現

技
術
の
習
得

《
共
通
事
項
》

◇
定
員　

各
５
名
（
定
員
を
超
え

た
と
き
は
抽
選
）

◇
受
講
料　

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代

は
実
費
負
担
）

◇
申
込
方
法　

往
復
は
が
き
（
住

所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
電
話

番
号
・
希
望
講
座
・
手
話
講
座

の
受
講
経
験
に
つ
い
て
具
体
的

に
記
入
）
で
、
役
場
福
祉
介
護

課
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

◇
締
切　

５
月
２０
日（
金
）必
着

◇
問
合
せ　

役
場
福
祉
介
護
課

　

県
福
祉
相
談
セ
ン
タ
ー
の
巡
回

相
談（
事
前
予
約
制
）が
行
わ
れ
ま

す
。
相
談
内
容
は
、
療
育
手
帳
の

再
判
定（
原
則
）で
す
。
療
育
手
帳

は
交
付
を
受
け
た
後
も
再
判
定
が

必
要
で
す
。
再
判
定
の
時
期
は
療

育
手
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

母
子
家
庭
等
の
就
労
支
援
対
策

の
一
助
と
し
て
、「
介
護
職
員
初
任

者
研
修
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

◇
種
目　

介
護
職
員
初
任
者
研
修
会

◇
対
象
者　

母
子
・
父
子
家
庭
の

　

ひ
と
り
親
お
よ
び
寡
婦
等
、
ひ

　

と
り
親
家
庭
等
と
な
っ
て
お
お

　

む
ね
７
年
以
内
の
方
で
、
講
習

　

の
全
日
程
を
出
席
可
能
な
今
後

　

就
労
を
希
望
す
る
方

◇
受
講
期
間　

６
月
１９
日（
日
）〜

　

１２
月
４
日（
日
）　

２０
日
間

◇
会
場　

母
子
・
父
子
福
祉
セ
ン

　

タ
ー（
水
戸
市
八
幡
町
１１－

５２
）

＊
２
歳
以
上
の
託
児
有
り
。

◇
受
講
料　

６
０
０
０
円
（
教
材

　

費
等
）、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
行
事
用

　

保
険
料

◇
募
集
人
員　

２２
名
程
度

◇
申
込
手
続　

申
込
書
と
一
緒
に

　

Ａ
４
原
稿
用
紙
に
受
講
理
由
・

　

動
機
を
記
載
し
て
申
し
込
む
こ
と
。

◇
申
込
期
限　

６
月
３
日（
金
）

＊
消
印
有
効
。

◇
問
合
せ　

社
会
福
祉
法
人
茨
城

　

県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
☎
０

　

２
９－

２
２
１－

８
４
９
７
、

　

メ
ー
ル
（b

o
sin
o
ie@
p
astel.o

c

　

n
.n
e.jp

）

村
民
ゴ
ル
フ
大
会

参
加
者
募
集

稲
敷
広
域
消
防
本
部

消
防
吏
員
募
集

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

受
講
生
募
集

知
的
障
害
者
巡
回
相
談

〜
療
育
手
帳
の
再
判
定

優
良
運
転
者
表
彰
の

申
請
受
付
の
ご
案
内

ひ
と
り
親
家
庭
等
自

立
促
進
講
習
会
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ほ　

文　

芸

◎小学生低学年の部　

　優　勝　利根剣友会
　準優勝　如月会
　第３位　つくば少年剣道スポーツ少年団
　　〃　　九重剣道クラブ

◎小学生高学年の部　

　優　勝　利根剣友会
　準優勝　戸頭剣友会
　第３位　なでしこ剣道スポーツ少年団
　　〃　　如月会

◎中学生男子の部

　優　勝　美浦村立美浦中学校
　準優勝　取手市立取手第二中学校
　第３位　取手市立取手第一中学校
　　〃　　舟島剣道クラブ

◎中学生女子の部

　優　勝　美浦村立美浦中学校
　準優勝　土浦市立土浦第五中学校
　第３位　土浦市立都和中学校
　　〃　　鉾田市立旭中学校

◎小学生の部　

　優　勝　土浦市体育協会柔道部
　準優勝　美浦柔和会
　第３位　龍ヶ崎柔道スポーツ少年団
　　〃　　牛久市柔道協会

◎中学生男子の部

　優　勝　土浦市立土浦第四中学校
　準優勝　龍ヶ崎市立中根台中学校
　第３位　龍ヶ崎市立城ノ内中学校
　　〃　　美浦村立美浦中学校

◎中学生女子の部

　優　勝　龍ヶ崎市立城ノ内中学校
　準優勝　土浦市立土浦第四中学校
　第３位　稲敷市立新利根中学校
　　〃　　龍ヶ崎市立愛宕中学校

第４７回柔剣道美浦大会が開催されました

　

１
８
）、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（h

ttp
://

　

w
w
w
.m
o
d
.g
o
.jp
/g
sd
f/eae/

　

ead
ep
/in
d
ex
.h
tm
l

）

　

４
月
１
日
付
で
村
の
人
事
異
動

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
部
課
長
等
の

新
配
属
お
よ
び
退
職
は
次
の
と
お

り
で
す
。　
　

※

（　

）内
は
前
職

▼
総
務
部
長　

増
尾
嘉
一

　

（
経
済
建
設
部
長
）

▼
経
済
建
設
部
長　

岡
田　

守　

　

（
総
務
部
長
）

▼
教
育
次
長　

堀
越
文
恵

　

（
学
校
教
育
課
長
）

▼
税
務
課
長　

中
澤
真
一

　

（
経
済
課
長
）

▼
収
納
課
長　

菅
野
眞
照

　

（
生
活
環
境
課
課
長
補
佐
）

▼
健
康
増
進
課
長　

高
橋
利
夫

　

（
収
納
課
長
）

▼
経
済
課
長　

北
出　

攻

　

（
生
活
環
境
課
長
）

▼
学
校
教
育
課
長　

増
尾
利
治

　

（
税
務
課
長
）

▼
木
原
保
育
所
長　

沼
﨑
公
江

　

（
美
浦
幼
稚
園
教
頭
）

◇
退
職
（
３
月
３１
日
付
）

▽
教
育
次
長　

石
橋
喜
和

▽
木
原
保
育
所
長　

湯
原
千
恵
子

▽
生
涯
学
習
課
課
長
補
佐　

平
山

　

登
志
雄

　

好
文
亭
梅
朝
さ
ん
に
よ
る
落
語

講
座
で
す
。
江
戸
時
代
に
始
ま
っ

た
落
語
は
現
代
に
も
通
じ
る
素
晴

ら
し
い
話
芸
で
す
。
落
語
に
ま
つ

わ
る
お
話
を
通
し
て
落
語
に
親
し

み
ま
し
ょ
う
。
今
回
は
、「
夏
・
江

戸
っ
子
」
を
テ
ー
マ
に
落
語
「
強

情
灸
」
と
「
大
工
調
べ
」
を
解
説

付
き
で
披
露
し
ま
す
。

　

予
約
不
要
で
す
の
で
、
聴
講
を

希
望
さ
れ
る
方
は
当
日
文
化
財
セ

ン
タ
ー
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◇
日
時　

６
月
５
日（
日
）午
後
１

時
３０
分
〜
３
時
３０
分

◇
会
場
・
問
合
せ　

文
化
財
セ
ン

タ
ー

　

大
好
き
美
浦
村
ネ
ッ
ト
ワ
ー
カ

ー
協
議
会（
海
道
民
子
代
表
）で
は
、

今
年
も
美
浦
村
花
い
っ
ぱ
い
事
業

の
一
環
と
し
て
、
光
と
風
の
丘
公

園
敷
地
周
辺
に
ス
イ
セ
ン
の
球
根

植
栽
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
ス
イ

セ
ン
の
球
根
を
お
分
け
い
た
だ
け

る
方
は
、
役
場
企
画
財
政
課
へ
お

持
ち
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
量
が
多

い
場
合
に
は
引
き
取
り
に
も
伺
い

ま
す
の
で
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◇
募
集
期
間　

６
月
２７
日
（
月
）
〜

２９
日（
水
）

◇
問
合
せ　

役
場
企
画
財
政
課

　

猟
銃（
狩
猟
）の
所
持
を
希
望
す

る
初
心
者
の
講
習
会
を
行
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
事
務
局
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

◇
問
合
せ　

茨
城
県
猟
友
会
稲
敷

支
部
事
務
局（
大
槻
銃
砲
店
）☎

８
９
２－
０
８
０
２

 

常
陽
銀
行
顧
問
の
社
会
保
険
労

務
士
が
、
無
料
で
ご
相
談
に
応
じ

ま
す
。（
要
予
約
）

◇
開
催
日　

５
月
２４
日（
火
）午
前

　

１０
時
〜
午
後
３
時

◇
場
所　

常
陽
銀
行
美
浦
支
店

◇
予
約
・
問
合
せ　

常
陽
銀
行
美

　

浦
支
店
☎
８
８
５－

２
９
１
５

　

納
税
通
知
書
が
届
き
ま
し
た
ら
、

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、
金
融

機
関
、
郵
便
局
、
県
税
事
務
所
窓

口
で
納
付
期
限
の
５
月
３１
日（
火
）

ま
で
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。
納

付
で
き
る
場
所
は
、
納
税
通
知
裏

面
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
も
納
付
で
き
ま
す
。

◇
問
合
せ　

土
浦
県
税
事
務
所
収

税
第
一
課
（
土
浦
市
真
鍋
５－

１７－

２６
）
☎
８
２
２－

７
２
０
５

　

陸
上
自
衛
隊
霞
ヶ
浦
駐
屯
地
校

で
は
、
駐
屯
地
開
設
６３
周
年
・
関

東
補
給
処
創
立
１８
周
年
記
念
行
事

を
実
施
い
た
し
ま
す
。

◇
日
時　

６
月
５
日（
日
）午
前
９

時
３０
分
〜
午
後
４
時

◇
会
場　

陸
上
自
衛
隊
霞
ヶ
浦
駐

屯
地（
土
浦
市
右
籾
２
４
１
０
）

◇
催
し
物　

記
念
式
典
、
儀
仗
ド

リ
ル
、
観
閲
行
進
・
飛
行
、
ト

ロ
ッ
コ
列
車
、
野
外
ミ
ニ
コ
ン

サ
ー
ト
、
装
備
品
展
示
、
展
示

飛
行
、
装
備
品
試
乗（
戦
車
）、

　

ヘ
リ
地
上
滑
走（
試
乗
）等

＊
試
乗
抽
選
券
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
事
前
申
込
み
と
な
り
ま
す
。

＊
一
般
開
放
の
時
間
・
内
容
等
を

変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◇
問
合
せ　

陸
上
自
衛
隊
霞
ヶ
浦

　

駐
屯
地
広
報
班
☎
０
２
９

－

８

　

４
２

－

１
２
１
１
（
内
線
２
２

〔
社
会
福
祉
協
議
会
へ
〕

○
吉
田
賢
治
様
（
見
晴
）　

使
用
済

み
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
・
古
切
手

○
み
ほ
絵
て
が
み
同
好
会「
彩
」様

　

古
切
手

○
匿
名
希
望
１
件

　

使
用
済
み
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド

〔
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ
〕

○
地
域
サ
ポ
ー
ト
ク
ラ
ブ
「
ふ
き

の
と
う
」
様

　

ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
一
式

〔
善
意
銀
行
へ
〕

○
吉
田
賢
治
様
（
見
晴
）

　

３
０
０
０
円

○
善
意
銀
行
募
金
箱
（
村
内
１４
カ

所
）　

３
万
６
６
４
３
円

〔
や
ま
ゆ
り
基
金
へ
〕

○
美
浦
村
区
長
会
様

　

１１
万
６
０
０
０
円

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

善　
　

意

職
員
人
事

（３月１日～３１日）

３月３１日現在死者ゼロ継続７６０日

発生件数

負傷者数

死者数

３

４

年累計
（　　８　）

（　１０　）

（　　０　）

村の交通事故発生状況村の交通事故発生状況

第
１４
回
梅
朝
基
礎
落
語

ス
イ
セ
ン
の
球
根
を

お
分
け
く
だ
さ
い

平
成
２８
年
度

猟
銃
等
所
持
講
習
会

霞
ヶ
浦
駐
屯
地
開
設

６３
周
年
等
記
念
行
事

常
陽
銀
行
無
料
年
金
相
談

自
動
車
税
の
納
税
は

５
月
３１
日
ま
で
に
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フ
リ
ー
ダ
ム
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ

　

１
年
生
、
幼
稚
園
チ
ー
ム
大
活
躍
！

新入生へ各所から善意

馬掛ロードパークに桜植樹 村内小・中学校で入学式

安中小学校入学式

（順不同）

教育相談

相談日以外は留守番電話またはＦＡＸで
相談を受け付けています。

＊事前連絡の上、おこしください。

毎週火～金曜日
午前９：００～午後３：００

電話
相談

毎週水・木曜日
午前９：００～午後３：００

来所
相談

弁護士による法律相談

＊事前に申込みをされていない方は、
　お待ちいただく場合があります。

心配ごと相談

会場・申込先
　老人福祉センター☎８８５－７０８０
主催　美浦村社会福祉協議会

日時

＊６月１日（水）午前８：３０より申込受付

日時

障がい者相談

行政相談

国の仕事のことなどで困ったときは
ご相談ください。（予約不要）

身体・知的障がい者やご家族の悩み事等
何でもご相談に応じます。（予約不要）

日時

場所

５月１６日（月）、６月２０日（月）
午後１：００～３：００
老人福祉センター

日時

場所

☎・　８８５－７７８８ＦＡＸ相談・連絡先

場所：光と風の丘公園クラブハウス

問合せ先　役場福祉介護課

６月２２日（水）
午後１：３０～４：００

６月６日（月）・２０日（月）
午後１：００～３：００

５月２７日（金）
午前１０：００～正午

役場１階住民相談室

５月の納税

　

村
で
は
、
住
民
課
窓
口
業
務
の

「
時
間
延
長
サ
ー
ビ
ス
」
お
よ
び

「
電
話
予
約
に
よ
る
証
明
書
等
の

休
日
交
付
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

業
務
内
容
が
通
常
と
は
異
な
り
ま

す
の
で
、
ご
利
用
の
際
は
電
話
等

で
事
前
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◎
住
民
課
窓
口
時
間
延
長
実
施
日

　

毎
月
第
２
・
第
４
水
曜
日
（
祝

　

日
の
場
合
は
そ
の
前
開
庁
日
）

＊
年
末
年
始
を
除
く

◇
５
月
・
６
月
の
実
施
日
時　

５

月
１１
日
・
２５
日
・
６
月
８
日
・

２２
日
、
午
後
５
時
１５
分
〜
７
時

◇
取
扱
業
務　

各
種
証
明
書
（
住

　

民
票
・
戸
籍
の
証
明
書
・
印
鑑

　

登
録
証
明
書
）
の
発
行
、
印
鑑

　

登
録
、
パ
ス
ポ
ー
ト
の
交
付
、

　

戸
籍
届
書
の
預
か
り
（
審
査
・

　

受
理
決
定
は
後
日
）

＊
転
入
・
転
出
・
転
居
等
の
住
民

　

登
録
業
務
は
取
扱
い
で
き
ま
せ

　

ん
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

住
民
票
の
写
し
と
印
鑑
登
録
証

　

明
書
は
、
事
前
に
平
日
の
午
前

　

８
時
３０
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で

　

に
電
話
予
約
し
た
も
の
を
、
土

　

・
日
・
祝
日
の
役
場
閉
庁
時
に

　

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

＊
ご
予
約
の
際
は
必
ず
、
証
明
書

　

を
受
け
取
り
に
い
ら
っ
し
ゃ
る

　

方
が
直
接
お
電
話
く
だ
さ
い
。

　
　

・
・
・
・
・
・
・
・
・

◇
問
合
せ　

役
場
住
民
課

　

美
浦
村
ユ
ー
ス
・
リ
ー
ダ
ー
は

村
内
在
住
の
中
学
１
年
生
〜
２５
歳

の
青
少
年
で
構
成
さ
れ
、
若
い
世

代
の
リ
ー
ダ
ー
育
成
を
目
的
と
し

て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

ジ
ュ
ニ
ア
・
ア
カ
デ
ミ
ー
の
引

率
や
村
産
業
文
化
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
へ
の
参
加
等
、
実
体
験
の
中
で

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
学
習
し
ま
す
。

　

ユ
ー
ス
・
リ
ー
ダ
ー
で
あ
な
た

も
一
緒
に
活
動
し
ま
せ
ん
か
。

◇
募
集
対
象　

村
内
在
住
の
中
学

１
年
生
〜
２５
歳
の
青
少
年

◇
募
集
期
間　

９
月
末
ま
で
随
時

◇
申
込
先　

生
涯
学
習
課
（
中
央

　

公
民
館
内
）
＊
月
曜
・
祝
日
休
館

◎
住
民
票
の
写
し
・
印
鑑
登
録
証

明
書
の
休
日
交
付（
電
話
予
約
）

平
日
住
民
課
窓
口
に

来
ら
れ
な
い
方
へ

美
浦
村
ユ
ー
ス
・
リ

ー
ダ
ー
参
加
者
募
集

軽 自 動 車 税（全期）

＊納期限は５月３１日（火）です。

美浦村新規採用職員を紹介します
（平成２８年４月１日付）

美浦村新規採用職員を紹介します
（平成２８年４月１日付）

　健康増進課に配属となりました保健師の荻
沼亜佑美です。子どもから高齢者等それぞれ
に即した健康づくりの一助となれるよう、精
一杯努めさせていただきます。よろしくお願
いいたします。　  健康増進課　荻沼 亜佑美

　上下水道課に配属となりました林伸浩です。
さらに住み良い美浦村にするため、生活環境
の整備と向上に少しでも貢献できるよう仕事
に邁進していきたいと思います。よろしくお
願いいたします。　　  上下水道課　林 伸浩

　住民課に配属となりました中嶋朋幸です。
生まれ育った美浦村のために働けることに誇
りを持って、美浦村のさらなる発展に貢献で
きるよう努力してまいります。どうぞよろし
くお願いいたします。　  住民課　中嶋 朋幸
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　 　　　　　　　　　( 第２０回木原城山まつりにて )

〈平成２８年４月１日現在の人口と世帯数〉 男８,３１６　女７,９７６　計１６,２９２（前月比ー８）世帯数６,８１０（前月比＋２８）

広報みほ（№６５０・平成２８年５月号）
 ■編集・発行／美浦村役場　〒３００－０４９２ 茨城県稲敷郡美浦村受領１５１５　ＴＥＬ０２９（８８５）０３４０　ＦＡＸ （８８５）４９５３

しています。

再生紙を使用

開催日：５月２８日（土）・２９日（日）

ミセスにこだわらず、女性の方ならどなたでも大歓迎！
楽しくてためになる講座です。家庭や職場からはなれてリフレッシュしてみませんか？

※内容は全て予定ですので、研修場所等の状況により、場所の変更および中止となる場合があります。

いきいきミセス講座に参加しませんかいきいきミセス講座に参加しませんかいきいきミセス講座に参加しませんか

７月２６日（火）

１２月６日（火）

１０月１８日（火）

開講式／自分を輝かせる色をみつけてみましょう！

美術館で心静かなひとときを
 　　        ～茨城県天心記念五浦美術館～

折り紙遊びで和んだあとは、グラウンドゴルフで体
を動かそう！　　　～折り紙＆グラウンドゴルフ～

とっておきのおもてなし料理を作りましょう！
　　　　　　   　　　　　　　　　　～調理実習～

美浦村中央公民館学習室

茨城県天心記念五浦美術館（北茨
城市）

美浦村中央公民館
光と風の丘公園

美浦村中央公民館調理室・創作室

テーマ 場　　所

平成２９年
２月２８日（火）

漢方薬と身近な食品について知ろう！～工場見学～
／閉講式

ツムラ（阿見町）
メグミルク（阿見町）

開催日(予定)

平成２８年度

６月１４日（火）

文化協会春の発表会文化協会春の発表会文化協会春の発表会文化協会春の発表会第３３回第３３回第３３回

５月２８日　午前９時～午後５時
　　  ２９日　午前９時～午後４時
油絵・いけ花・陶芸・書道・俚謡・俳句・盆栽・写真
・絵てがみ等、各団体の力作を展示します。

５月２９日　午前１１時～
カラオケ・民謡・太鼓・舞踊・バレエ・フラダンス・
よさこいソーラン等、日頃の活動の成果を披露します。

□お問合せ　生涯学習課（中央公民館内）☎８８５－４４５１□お問合せ　生涯学習課（中央公民館内）☎８８５－４４５１

◇展示の部◇◇展示の部◇

◇ステージ発表の部◇◇ステージ発表の部◇

◇対象・定員　　村内在住の女性・３０名（申込多数の場合は、平成２７年度いきいきミセス講座を受講さ　
　　　　　　　　れていない方で、講座の受講回数が少ない方を優先。同条件の場合は抽選）

◇受　講　料　　無料（内容によって受講者の自己負担あり）

◇申 込 方 法　　中央公民館窓口に配置してある申込用紙に必要事項を記入のうえ、中央公民館事務局
　　　　　　　　まで提出してください。＊電話による申込みはできません。

◇申 込 期 間　　５月１０日（火）～２０日（金）午前９時～午後５時（月曜日・祝祭日は休館）

◇お 問 合 せ　　生涯学習課（中央公民館内）☎８８５－４４５１

会場：美浦村中央公民館
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